
 

 

平成 16年度試験研究成果書 

区分 指導 題名 主要作物の生産技術体系及び収支データ 

［要約］ 現下の経営環境に応じた新たな生産技術体系の策定にあたり、想定規模及び栽培様式等
前提条件を全作物において明確化するとともに、体系データの作成・修正を容易にするための
様式、作成方法について整理した。 

キーワード 生産技術体系 デジタル化 経営設計指標 
○企画経営情報部 農業経営研究室 
 関係部（所） 関係研究室 

1 背景とねらい 
平成 8年に策定された生産技術体系は、『経営くん』『クーボー博士』と併せて経営指導や各

種事業等の経営計画策定等に活用されているが、策定後 8年が経過し経営内外の環境が大きく変
化していることから、体系の策定・見直しが求められている。今回、技術体系の策定にあたり、
想定規模及び栽培様式等前提条件を全作物において明確化するとともに、体系データの作成・修
正を容易にするための様式、作成方法について整理したので参考に供する。 

2 成果の内容 
 これまでの生産技術体系及び収支データに関する課題（表１）を踏まえ、積算内訳表、生産技
術体系表、収益・費用計算表からなる生産技術体系関係ファイルを作成した（表２）。このファ
イルに基づき各作物の生産技術体系を策定する。 

(1) 作業時間及び資材投入量の積算根拠、出典等詳細情報については、「積算内訳表」に作業
項目毎に記述する。この情報の参照により体系データの確認・修正が容易になる（図１）。 

(2) 「生産技術体系表」は、［基本情報］［想定規模］［単位面積当たり］の 3 シートからな
る。基本情報シートには、作物名のほか栽培様式、想定規模、適応地域等情報を設定する（図
２－１）。体系データの入力・修正を行うのは想定規模シートであり、作業項目毎に、作業
時期、使用機械、組作業人数、投入資材、旬別労働時間等を 1 行で記述する。このため「い
つ、何時間かけて、どんな資材を投入し作業を行うか」が理解しやすい。旬別労働時間表は、
入力された労働時間及び旬別分配係数表に基づき算出される（図２－２）。 

(3) 単位面積当たりシートは、基本情報及び想定規模シート値から自動的に値が生成される。 

(4) 使用機械及び投入資材は、名称、使用量、単位それぞれ別フィールドでの入力を行うため、
数値の計算がしやすく、データベースへの移行も容易である（図３）。 

3 成果活用上の留意事項 

(1) 対象とする経営体や地域によって、機械装備、防除・施肥体系、採用技術、作型（作業時
期）等が当然異なることから、利用の際には、標準技術体系をそのまま使うのではなく、体
系データの構成を理解したうえで、積算内訳表等をみながら地域の実情に応じ確認・修正し
て利用することが極めて重要である。 

(2) 全作物の生産技術体系表（Excel 形式）及び積算内訳表、収支・費用計算表等関連データに
ついては、後日、CD-ROM に記録し、説明書を付して関係課・公所に配付する予定である。 

(3) 今回作成した生産技術体系データは、資材・機械、作業時間等関連テーブルに整理・データ
ベース化したうえで、開発予定の新たな農業経営設計システムに利用することとしている。 

4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等 

改良普及員等指導者、行政関係者、技術・経営研究者、主業型農家、生産組織等 

(2)期待する活用効果 
農業者、生産組織等の経営計画策定支援、新品目導入時の経営シミュレーション、地域営農

計画、営農類型作成、開発技術の経営経済評価等への活用が期待される。 

5 当該事項に係る試験研究課題 

(H16-02-1000)生産技術体系データベースの構築[H16～H17、県単] 

6 参考資料・文献 

(1) 前山薫・南石晃明「農業経営支援システムの課題と今後の開発方向―岩手県におけるアンケート分

析―」『2004年度農業経済学会報告要旨』、pp.32、2004年 

(2) 平成8年度指導上の参考事項「平成8年度改訂版『経営くん』」、1996年 



 

 

7 試験成績の概要（具体的なデータ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２―１ 生産技術体系表の作成例（［基本情報シート］の一部）

図３ 収支・費用計算表の作成例 

註）費目毎にシートがある．左図は，大豆・農薬費の表示例である．

作業項目 必要資材量、作業時間等の積算方法

基肥施肥

１ 必要資材量
　 大豆２号(窒素－リン酸－カリ：6-25-18％)
　 施肥量：50kg/10a×10(ha/10a)＝500kg/ha
　(水田における高品質麦・大豆の生産技術40p)
   7haの場合：必要量＝500kg×7ha＝3,500kg
２ 作業時間
　 基肥散布(ブロードキャスタ500l)
　 散布時間＝0.417(hr/ha)　（機械作業能率)
    7ha：作業時間(hr)=0.417(hr/ha)×7ha÷65%＝4.49hr

図１ 積算内訳表の作成例 

資材
ｺｰﾄﾞ

資材名
包装単

位
単位 標準価格 使用数量 価額

660721 粉衣用ノマート２５ 100 g 353 980.0 3,459

675071 エコトップ乳剤 2 l 6,965 35.0 121,882

601691 スミチオン乳剤 5 l 13,682 19.60 53,635

635941 トップジンＭ水和剤 10 kg 45,271 8.40 38,027

217,003

大豆（ナンブシロメ，水田転作，7ha規模，北上川上・下流）

栽培様式 作業技術

機械 人力 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 下 上 中 下

基肥施肥 基肥運搬 基肥運搬 5/下～6/中 トラック4t 1 0.66 0.66 0.2 0.2 0.2 0.66

基肥施肥 基肥施肥 5/下～6/中
トラクタ50ps+ブロー
ドブロードキャスタ

1 4.49 4.49 大豆２号3500kg 1.5 1.5 1.5 4.49

砕土・整地 砕土・整地 6/上～6/中 トラクタ50ps+ロータリ 1 76.25 76.25 38.1 38.1 76.25

排水対策 明渠施工 6/上～6/中
トラクタ50ps+明渠施
工作業機

1 2.26 2.26 1.1 1.1 2.26

種子消毒 種子粉衣 6/上～6/中 1 0.83
大豆種子245kg,粉
衣用ノマート25
980g

0.4 0.4 0.83

播種 播種 6/上～6/中
トラクタ50ps+播種作
業機

1 28.32 28.32 14.2 14.2 28.32

除草剤散
布

除草剤散布 6/上～6/中 乗用管理機 1 13.38 13.38 エコトップ乳剤35l 6.7 6.7 13.38

中耕・培土 中耕・培土 7/中～7/下
トラクタ50ps+中耕・
培土機

1 20.42 20.42 10.2 10.2 20.42

病害虫防
除

アブラムシ防除 7/上～7/中 乗用管理機 1 13.38 13.38 スミチオン乳剤7l 6.7 6.7 13.38

紫斑病・マメシン
クイガ防除

8/下 乗用管理機 1 16.65 16.65
スミチオン乳剤
12.6l,トップジンM水
和剤8.4kg

16.7 16.65

収穫 コンバイン刈り 10/下～11/上 コンバイン 1 36.83 36.83 18.4 18.4 36.83

運搬 運搬 10/下～11/上 トラック4t 1 2.00 2.00
フレコン(500kg)11
枚

1.0 1.0 2.00

張り込み 張り込み 10/下～11/上 フォークリフト 1 2.75 2.75 1.4 1.4 2.75

乾燥調製 乾燥 10/下～11/中 大豆乾燥機 1 135.00 2.25 0.8 0.8 0.8 2.25

調製 10/下～11/中 選別選粒機 1 39.38 39.38 13.1 13.1 13.1 39.38

袋詰め 10/下～11/中 自動計量器 1 13.13 13.13 4.4 4.4 4.4 13.13

出荷 出荷物積込 11/下 ベルトコンベア 2 4.30 8.60 8.6 8.60

出荷物運
搬

出荷物運搬 11/下 トラック4t 1 2.50 2.50 2.5 2.50

合計 2 411.70 284.08 1.7 62.2 62.2 6.7 16.9 10.2 16.7 39.0 39.0 18.3 11.1 284.08

11月

項目１ 項目２
栽培技術
の内容

作業時期
（旬）

作業項目 旬別労働時間

7月 8月 10月5月 6月

合計使用機械名

組
作
業
人
数

時間(hour) 投入資材

図２―２ 生産技術体系表の作成例（［想定規模シート］の一部） 
註）表示形式の切り替えで［生産技術体系表］［旬別労働時間表］等の閲覧・印刷が可能．単位面積当たりシートのデータ配列は，想定規模シートと同形式であり，基本情報シート

の想定面積値で除した数値が計算される． 

作物名 大豆
品種名 ナンブシロメ
栽培様式 水田転作
想定規模 7 ha
適応地域 北上川上・下流
想定地域（市町村名） 北上市
ほ場区分 水田
単収 225 kg/10a

区　　分

・収録されているデータが古い

・想定規模，栽培方法等，対象地域等前
提条件が必ずしも明確になっていない

・生産技術体系表（冊子に掲載されてい
る体系毎の内容を記述した表）がデジタ
ル化されていない

・作業項目と作業時間，使用資材の対応
関係が分かりにくい

・利用されているデータの積算方法及び
出典等が不明確である

経営くん
（表計算ﾃﾞｰﾀ）

・体系全体としての収支計算となってお
り．作業項目別の資材使用量が記述され
ていない

両者の
対応関係

・生産技術体系表（冊子）と収支・労働
時間等を記述した「経営くん」(表計算
データ）が連携していない

註）利用者を対象としたアンケート（改良普及員24名，研究員13名，専門技術員5名，行政・農業大学校職員

3名，合計45名が回答）及びヒアリングで得られた意見・要望をもとに作成．

表１　現状の生産技術体系及び収支データに関する課題

　　具　　　体　　　的　　　内　　　容

生産技術体系
（冊子）

・技術体系
の具体的な
内容がどう
なっている
か分かりに
くい

・地域や経
営体の実情
に応じた生
産技術体系
の作成・修
正が難しい

デ　ー　タ　の　内　容・機　能　等

生産技術体系表ファイルに記述する作業時間，
機械利用時間及び資材投入量の積算根拠，出
典等を具体的に記載．

生産技術体系の本体ファイル．このファイルに
データ入力することにより，［生産技術体系表］
［旬別労働時間表］［旬別機械使用時間表］等が
作成される．

基本情報シート
技術体系基本情報，作成担当者情報を入力す
る．

想定規模シート

実際に入力・修正を行うシート．［作業項目］［作
業時期］［使用機械］「資料資材］［作業時間］等
のデータを想定規模当たりの数値として入力す
る．

単位面積当たりシート
基本情報及び想定規模シートに所要の入力を行
うことにより自動作成される．

費目別にシートが設定されており，使用する資
材，機械等名称，包装単位，単位，使用数量，線
産物単価，収量等を設定する．（「経営くん」ファ
イルを一部改訂）

表２　生産技術体系関係ファイルの構成

生産技術体系表
（Excel形式）

積算内訳表
（ﾜｰﾌﾟﾛ形式）

収益・費用計算表
（Excel形式）

フ　ァ　イ　ル　名


